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祝 創立７２周年記念式 
 ５月１日(木)に、同窓会副会長 日野哲也様のご臨席を賜り、創立７２周年記念式を挙行いたしました。 

来賓祝辞（抜粋） 

創立７２周年、おめでとうございます。高楯中学校の創立記念式を皆さんと一緒にお

祝いできることを大変うれしく思います。今日は皆さんに３つのテーマでお話させてい

ただきます。 

まず１つ目は、高楯中の創立についてです。高楯中学校は今から 72年前の昭和27

年、高瀬村と楯山村の組合立中学校として創立されました。山形市立ではなく組合立で

す。あまり聞き慣れない言葉ですが、私たちの先輩方が高楯の子どもたちに少しでもよ

い環境で教育を受けさせたいという熱い思いで、協力して中学校を造ったのです。皆さ

んはその高楯中学校で学んでいるということを心に刻んで、今できることを精一杯がんばってください。そして、

このことをぜひ、後輩たちに語り継いでください。 

次に２つ目です。日本の建国の理念は「大和」大きな和です。日本人の穏やかな気質、強い心、他人を思いやる

優しさは、大和の心から来ています。「大和なでしこ」という言葉を聞いたことがありますか。高楯中の校章も

「なでしこ」です。皆さんは平和な国、日本で生まれました。でも、この平和が何もせずに続くと思ったら大間違

いです。過去には日本存亡の危機が何度もありましたが、その度に日本人は一致団結して危機を乗り越え、日本を

守ってきました。しかし今、これまでにない新たな危機が迫っています。日本の危機をどのように乗り越えるか、

自分で考えてみてください。 

３つ目です。幕末志士の長州山口県の高杉晋作が読んだ辞世の句を紹介します。「おもしろきこともなき世をお

もしろく住みなすものは心なりけり」面白くない世の中を面白いと感じるかどうかは、己の気持ち次第、という意

味です。皆さんが長い人生を歩んでいく中で、面白くないことやうまくいかないことがたくさんあります。でも、

何事でも興味を持って挑戦し、努めて面白く過ごそうと努力すれば、仲間も増え、きっと人生がよい方向に回り出

します。 

50年後、日本の平和が続き、この中の誰かが高楯中学校122周年で、今日の私の様に壇上で祝辞を述べている

ことを願っています。                  令和６年５月１日  同窓会副会長   

 

生徒代表のことば 

高楯中は昭和27年に、高瀬村・楯山村組合立高楯中学校という名前で開校されまし

た。ここまでの長い歴史と伝統の中で、多くの方々がこの高楯中学校を支えてくださ

っています。この歴史と伝統ある高楯中学校の創立記念式をともに迎えられることを

心からうれしく思います。 

高楯中の歴史を振り返ってみますと、現在でも歌われている高楯中の校歌は昭和 28

年に制定されました。この校歌の作曲者福井文彦さんは、“これまで校歌をずいぶん作

曲したが、私として会心の作”であると述べています。これからも誇りを持ってこの

校歌を歌っていき、後輩へとうけついでいきましょう。 

また、昭和32年には、現在も続いている生徒会誌「なでしこ」が発刊されました。

この「なでしこ」には、高中生の思い出がたくさん詰まっています。そして、現在の校舎や屋内運動場が昭和 59年

新築され、平成6年には、育志館も建築されました。 

このように私たちの学校には、長い歴史と伝統があります。私達の先輩方も校訓である「當難勿屈」の精神を胸

に学んできました。私たちは、先輩方が築いてこられた誇りある、あいさつ、応援、合唱、ボランティアの４つの

伝統や校風を受け継ぎ、さらに発展させる責任があります。その節目である今日は、高中生全員で再確認し、気持

ちをひきしめ、スタートする日です。 

今まで創り上げてこられた高楯中学校の歴史に新たな１ページを加えるべく、ここにいる全員で力を合わせて進

んでいくことをお約束し、生徒代表の挨拶といたします。 
令和６年５月１日  山形市立高楯中学校 生徒会長   
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校長式辞（抜粋） 
木々が芽吹き、やわらかな新緑が広がり、こぶしや山桜が咲き出す美しい季節がやってき

ました。本日ここに、同窓会副会長 日野哲也様のご臨席を賜り、山形市立高楯中学校 創立
72 周年記念式典を挙行できますことを深く感謝申し上げます。高楯中学校の誕生日を皆様
と一緒にお祝いしたいと思います。 
「温故知新」「昔のことを知り、そこから新しい知識や道理を見つけ出す」意味の言葉で

す。創立記念式の意義は、歴史を温め思いを新たにすることです。今日は、1952（昭和27）
年学校創立の頃を温めてみたいと思います。 
高楯中学校は、1952(昭和27)年4月1日に開校しました。当時の学校の正式な名称は「高

瀬村・楯山村組合立高楯中学校」です。当時、郡部農村の中学校にあっては、ほとんど小学
校を一部使用していた所が多かったそうです。そんな中で高瀬村・楯山村が協力して組合を
結成し、独立校舎を持つことを実現させたことは、この時代として最も注目を浴びたと、山形市教育史に書かれています。
学校の敷地をこの中里の地に決定するのには、大変な苦労があったといいます。なぜか。学校を建てるのにこの場所は誰
が見ても最適でした。しかし、ここは畑としても最高の土地だったのです。土地の持ち主と話し合いは、なかなか難航し
ました。最後の手段として「田植えの時までに代わりの土地を出すから工事を始めさせてほしい。代わりの土地が見つか
らない時は、村長さん・村の議員さんが自分の土地を提供する」と約束し、全員に協力してもらい工事にこぎ着けたとい
います。ブルドーザーで整地してみても石ころ一つでない、それほど良い土地だったそうです。当時、物資が不足してい
て、材木や釘も手に入らなかったといいます。材木にする木を、二つの村の村長が山に確認し行ったそうです。12 月 26
日に新校舎落成式、年が明けて1月8日に新校舎で授業が始まりました。当時、屈指の近代的な校舎が誕生したことは、
あらゆる困難を克服した高楯地区民の熱意の賜です。高楯中の校舎は、同じ時期に建築された他校よりも傷みにくかった
といいます。それは、極めて質の良い材木などの資材や、奉仕的な建築技術の提供があったからだといわれています。 
しかし、校舎建築から30年もの歳月が経過すると、いたるところ損傷が目立ち、老朽化を防ぐことができず、昭和54

年3月には突風で甚大な被害を受け、昭和55年、56年の記録破りの積雪で、倒壊の心配も起こり、近代的な鉄筋コンク
リートの校舎が建築されることとなりました。今の校舎は昭和58年5月31日に竣工、移転作業は7月に行われたそうで
す。学校は、その地域の一番いい場所に建てられるといいます。高楯中学校は、地域の皆様が、子ども達の健やかな成長
と平和な地域づくりを学校教育に期待してできた学校です。「高瀬、楯山の二つの村が協力して、新しい中学校を造ろう」
と考えたのが、この学校の始まりです。校章のなでしこの花の下にある二枚の葉は、そんな高瀬と楯山の友情、融和を象
徴しています。長い年月をかけて、お互いが熱心に話合い、すばらしい伝統が刻まれてきました。 
皆さんは今、高楯中学校の歴史の先端におり、現在の歴史づくりを担っています。これまで培われてきた歴史の財産を

糧に「未来は、自分で切り拓いていくもの」という自覚と、新しい歴史を創り出す気概をもち、行動を起こさなければな
りません。今日の創立記念式をきっかけに高楯中学校の歴史がさらに発展していくことを期待し、式辞といたします。       

令和６年５月１日 山形市立高楯中学校  校長  星川  仁一 
 
 

 

 

 

 

令和６年度 生徒会スローガン決定 

５月１日(木)に生徒総会が行われました。生徒会スローガンや年間活動計画等について活発な議論が行われ、今年度の生

徒会の方向性が示されました。スローガンは校舎西側に掲示しておりますので、学校にお越しの際はぜひご覧ください。 

 

 

 

  

 

出典： 

『明日への旅へ』 

山形市立高楯中学校
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充実した学年行事が行われました 

１年生は５月１５日(水)～１６日(木)に仲間づくり体験、２年生は５月１７日(木)～１８日(金)に職場体験学習、３年生

は５月１５日(水)～１７日(金)に修学旅行を行いました。学校の授業では体験できない様々な活動を仲間とともに行い、充

実した学年行事となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１日目は学校で学級旗の作成、２日目は山形市少年
自然の家で原始の火起こし体験と炊飯活動を行いま
した。手作りカレーの味は格別でした！ 

多くの事業書の皆様にお世話になり、将来について
考える有意義な時間を過ごすことができました。み
んな一生懸命に仕事に取り組みました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの主な予定 

５月３０日（木） 困りごとアンケート 

６月 ３日（月） 「いのち輝く安全の日」、衣替え 

         校内授業研究会 

   ５日（水） ３年いのちの講話 

６日（木） 耳鼻科健診13:30～ 

  １０日（月） 市中総体壮行式 

  １５日（土） 山形市中学校総合体育大会（学校休業日） 

１６日（日） 山形市中学校総合体育大会（学校休業日） 

  １７日（月） 学校休業日 

１８日（火） 学校休業日 

  １９日（水） 部活動ミーティング 

  ２２日（土） ＰＴＡ球技大会 

  ２５日（火） １学期期末テスト（１日目） 

２６日（水） １学期期末テスト（２日目） 

         「いのち輝く安全の日」、避難訓練 

 

「ワクドキ！修学良好～首都圏との違いや魅力を見つけにLet’s 
go!!」をスローガンに東京方面へ。班別研修、ディズニー研修、
クラス別研修などワクドキがとまらない３日間でした！ 

ロボット掃除機を寄贈していただきました 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の卒業生である田苗政雄様より、ロ
ボット掃除機一式を２セット寄贈いただき
ました。各階の廊下等の清掃で使用させて
いただいています。これからもきれいな学
校を維持していけるよう、有効に活用させ
ていただきます。 

田苗様、本当にありがとう 

ございました。 

 

 

 

 

 


